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1　
本書は、武漢大学副教授である李聖傑が二〇一三年に提出した博
士論文に基づくものである。本書評においては、本書の内容の概観を振り返り、最後に評者の批評を述べるものとする。全四三五頁からなる本書は、四部構成となっている。　
本書の最大のテーマは、川端文学の「魔界」の生成と内実を明ら
かにすることである。著者が「魔界」に注目する根本 要因は、川端康成の自殺にある。川端が作家として絶頂期のノーベル文学賞受賞後になぜ自殺をしたのか、 は強い疑問を持ってい 。川端の死生観に直結する「魔界」思想が生じる過程を分析し、 「魔界」が作品のなか いかに表出 ているかを本書は詳細に検討し　
まず、著者は、川端文学が敗戦を境に大きな変貌を見せていると
指摘し、戦後の川 文学を最も特徴づけ ものが「魔界」であると
規定する。よって、 「魔界」を検討することは、戦後の川端文学の本質と評価を問うことであるという。　「魔界」が作品のなかに表出するのは、 「舞姫」 （ 「朝日新聞）一九五〇年一二月～一九五一年三月三一日）においてであり、一休の言葉として「仏界易入魔界難入」と記されている。また、この言葉は、ノーベル賞受賞講演「美しい日本の私」においても用いられている。著者も述べているように「魔界 を定義することは、多くの困難が伴う。しか 、川端研究におい これまでもっとも研究が難しいとされてきた戦中（日中戦争、第二次世界大戦） 、敗戦を検討することにより、戦後の川端文学に顕在化する「魔界」を検討しようとした試みは、堅実であり、非常に説得力のある方法である。日中戦争、第二次世界大戦 無条件降伏をしての敗戦、敗戦の前後
【書評】李聖傑著『川端康成の「魔界」に関する研究
―
その生成を中心に』 （二〇一四年）
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本書（李聖傑『川端康成の「魔界」に関する研究―その生成を中心に―』 （ 〔早稲田大学モノグラフ
106
〕早稲田大学出版部、
二〇一四年三月） ）は、戦後川端文学に表出する「魔界」について論じられたものである。著者は、川端文学が敗戦を境に大きな変貌を見せ おり 戦後の川端 を特徴づけるも が「魔界」であるという。川端の「魔界」思想の生成には、日中戦争、第二次世界大戦、敗戦、文学上 知己の死などが挙げられ これまでの研究史において まり進められてこなかった川端と戦争との関わりに注目し、戦後創作に見られる「魔界」の内実を明らかにしている。
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に起こった相次ぐ文学上の知己（島木健作・片岡鉄兵・武田麟太郎・横光利一・菊池寛）の死、ＧＨＱによる占領等戦争に付随する事項は、川端文学の風貌を変えるも となったという。著者は、川端の戦後の随想「哀愁」 （ 「社会」一九四七年一〇月）のなかの「近代小説の根底の写実」から離れ「敗戦を峠としてそこから足は現実を離れ天空に遊行するほかなかつた」という言葉に注目し、戦後 川端は自分の目で見てい 現実を「真の現実」とは思えず、 「現実を離れ天空に遊行する」という非現実的な世界を求めるよう なっていく、と認識している。川端における戦中、敗戦を丁寧に検討す ことで「非現実的な世界の輪郭」が徐々に明らかになり 創作のなかに見られる「魔界」に変容する過程が明ら に る。　
本書は、序章において（ 「魔界」の本格的な分析に至る前に）こ
れまでの川端文学研究史を丁寧に辿っ 。 「日本における川端康成研究」 （ 「作品研究」 「作家 （伝記） 研究」 「書誌研究」 ） の次 「中国における川端康成研究」が置かれ このように、日 両国における先行研究が網羅されている点も本書 大きな特色である。　
序章の結末部、 「 「魔界」研究史と本論の視座」では、 「魔界」と
いう言葉の出典が明らか されている。 先述した通り、 川端自身 「魔界」は一休禅師の言葉だと受け止め たようだが、 「じつは中国から来ているらしい」とす 禅宗史学者柳田聖山の言を受け、著者が調査し、出典を突き止め、この言葉を一休も重用してい ことを証明している。しかし、川端の認識において 魔界」 一休 言葉であること 川端は一休の「魔界」を自分自身で解釈 作品の中に体現 ったということである。これまでの「魔界」に関する先行研究を詳細に振り返ったうえで、①一休が「仏界入易魔界
難入」を用いたことは、中世の戦乱の世と深く関わっていることが推測され、これに対して川端の「魔界」は戦争とどのようなつながりがあるのか、まだ検討の余地が残されていること、②仏教で「魔」とは「魔羅」の略語であり、仏教の修行 邪魔になるものとい 意味で修行僧の間で男性の性器を指して「マラ」と呼ぶようになり、修行僧にとって内魔は修行する時の性の「煩悩」とされているこから「魔界」におけるエロスの表象は 「煩悩 内実」と関わっていることが確認された。　
結論を先に言ってしまうと、川端の「魔界」の定義について著者
は以下のように述べている。　　
　「魔界」に託した川端の意図は、人間の心に底知れぬ闇や悪や欲望があること、その煩悩の姿をありのままに描き、人間の行動や感情をありのままに語る、というところにあるといえよう。つまり、川端の「魔界」観の根底に、人間 煩悩の相にみる思想があるのである。救われるかどうかは、こうした「魔界」を徹底的に熟視できるかどうかによ 。 だ ら 「魔界入り難し」というのである。それは、芸術家の必然 厳烈な運命として川端のなかに受け止められているといえよう。
　
著者によると、 「魔界」は、 「外魔」 （ 「身心」以外のもの）と「内
魔」 （人間の心に抱えている闇のようなもの）の二つの要素によって成り立っている。　
そして本書のもっとも新鮮で重要な視点は、 「魔界」の根源に「戦
争」があることを指摘し、それを論証したことにあるだろう。
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第一部「 「魔界」の源泉」
　
第一章「川端康成における戦争経験について―「敗戦のころ」を
手がかりに―」では、川端文学がなぜ戦後になってから大きな変貌を遂げたのか、ということについて川端の「魔界」思想と戦争の実体験や敗戦、戦後の社会風俗との関わりが論じられた。まず著者が注目したことは、一九四一年の春と秋の旧満洲への旅行である。この川端の旧満洲行きについて、これまでの先行研究では川端秀子夫人の手記『川端康成ととも 』 （新潮社、一九八三年四月）と養女政子に宛てられた書簡からその行程を追 ものがほとんどだったが、著者は一九四一年四月の「満洲日日新聞」 記事を詳細に調査し、これまで明白になって なかった川端の旧満洲で 行程を明らかにした。春の旅では、松村梢風、秋 旅では火野葦平 旅 ともにしている。両人とも、戦中に執筆された「年譜 や書簡には名前が見受けられるにもかかわらず、敗戦から一〇年後に書か た「敗戦のころ」 （ 「新潮」一九五五年八月）には 二人につ ての記述がない。この二人を「書き漏らした」こと ついて著者 考えが述べられている。松村梢風は 清朝王女 島芳子 モデル した『男装の麗人』を執筆している。芳子は、 「日本軍に協力する清朝王女として注目されるようになり、日本の敗戦に伴い逮捕され 。一九四六年七月三日 南京「中央日報」に芳子の起訴状が掲載され、芳子の具体的な行動が『男装の麗人』に記述されている 小説が裁判の証拠となり、彼女を死刑に追い込んだ経緯が紹介さ 。また、火野葦平も従軍作家として活躍 た人物であり 戦犯作家」として戦争責任を厳 く追及 れた 著者はこの二人を「書き漏した」要因について「やはりあの戦争に関わりすぎている人物 意
識的に言及したくなかったからだと推定できるだろう。 」と述べている。このようなことから、著者は「川端の戦争に対する態度が、戦中と戦後で少し変わっていると見るこ ができる」と指摘する。また、一九四五年四月に川端が鹿屋の海軍航空隊特攻隊基地へ報道班員として行った とについても言及している。 「敗戦のころ」で最も紙幅をとったのがこの特攻隊基地での経験だった。そこには、「私は、軍報道班員として外地に出なかつた。役に立たないと見られてゐたのである。 」 あり、著者は「役にたたない」とは 戦時下の日本の国策に協力しなかったと おうとし 」と述べている。鹿屋の特攻隊基地での経験は「生命 樹」 （ 「婦人文庫一九四六年七月）という短編小説を生んだ。著者はこの小説から川端が特攻の「徒労」と「非人間性」を痛感したことを読み取っている。一方では川端の戦争体験 ついて「態度の柔軟さ を見 。「関東軍報道班員、海軍報道班員などに頼まれたから見てみる、という心情で旅に発っている。かなり協力し が、賛美の言葉は書いていない。それは戦争に対する 弱肯定」 いってもいいであろう。しかし、戦後になってからは 戦争とあまり関わりたくな という態度といえる。ここには戦争に対す 川端の態度の小転向が見られるといえる。 」 というものだ。 このような川端の戦争観は 「時流順応」といえるものであ という しかし、旧満洲紀行や鹿屋 特攻隊基地における経験は川端の精神風土に「傷痕」を残し、戦後の川端創作や死生観 つながってくることから、戦争で破壊された「性」の回復は、川端の戦後の重要なモチーフの「魔界」にもつながってくる。　
第二章「敗戦時における川端康成―友人の死去、日本（古典）回
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帰、 「末期の眼」の徹底化―」では、敗戦とほぼ同時期に川端が多くの文学上の知己の死に遭遇したことに着目した。 「弔辞の名人」とよばれるようになった川端は、横光利一への弔辞「僕は日本 山河を魂とし君の後を生きてゆく。 」に代表されるように敗戦による悲しみ 知友 損失による老いやさびしさを深めていく。また、川端が戦後になって「古典回帰」を宣言する あたり、戦時下での「源氏物語」の読書行為について検討されている。著者はこの「古典回帰」についても旧満洲紀行が関わっているという。在満作家たちは、「五族共和」や「王道楽土」のスローガン も に異郷に移り住んだ。 「その葛藤に生きている在満作家の望郷 思い」に 共鳴した川端は、 「在満作家たちと同じように自身にも故郷と異郷の問題が存在していると自覚」し、 「日本の古典の中 「故郷」を再発見ようとしたのではないか。 と著者は言 。その対象が「源氏物語」だったということである。 さらにこの章 最後では、 特攻隊員の 「徒労」の死を凝視 た経験や友人の死を直視した川端は、昭和初年に感得した「末期の眼」が蘇り、その自覚が深化していったと述べられている。　
第三章「川端康成における「戦後」―占領期の検閲と戦後の社会
活動を中心に―」 では、 占領軍による検閲で削除 受けた川端 「過去」 （ 「文芸春秋 一九四六年六月） 、 「結婚と道徳 つい
： 座談会」
（ 「婦人文庫」一九四六年六月） 、 「生命の樹 部分と、新聞連載二九回目の一回分を占領軍の検閲に配慮して書き直した 「舞姫」を通じて、川端の眼にうつる「戦後の世相なるもの、風俗なるもの」とＧＨＱ／ＳＣＡＰ 検閲に対す 川端 認識を検討 いゴードン・Ｗ・プランゲ 資料 用いた検閲による本文変容の検
討は大変興味深い。特に「舞姫」に関しては、先に示したように新聞連載のまるまる一回分の原稿を川端は書き直している。改稿を迫られた箇所は、 「やや官能的な描写が多」く、著者は、 「自分（引用者註
： 川端）が書いたものが占領軍に対する思惑から書き直させら
れることは、一人 作家にとっては、戦火が飛び交う戦場よりも、東京大空襲よりも戦争の悲しみを感じていると言っても過言ではない。 」と川端が戦後に受けた「かなしみ」について言及している。また、著者は本章で、川端が一九四八年 一月一二日読売新聞に委託されて東京裁判を傍聴し ことにも触れており、 「東京裁判の老人達」 （ 「読売新聞」一九四八年 一月） 「東京裁判の日 （ 「社会」一九四九年一月）として発表さ 二篇 傍聴記 、日記を照らし合わせて川端の東京裁判に対する態度を検討した。川端は「東京裁判についても、裁かれてゐるのは日本人そのも とは、すべ の論者の言ふところで、おそらくその通りだ うが、戦争の起因は日本の歴史にも地理に あつて、今日の日 人のせゐばかりで ない。もちろん東京裁判のわづか二十五人のなし得たことではない。 」と東京裁判を全肯定しない姿勢を見せながらも、判事席の一一ヶ国国旗を眺めて「国境のなくなつた世界を夢想 ていた。東京裁判の三ヶ月ほど前、川端は日本ペンクラブ第四代会長に就任し、一九四九年一一月にはじめて広島の原爆被災地視察が実現しのとき 体験は
｢ 天授の子」 （ 「文学界」一九五〇年二、 三月）にも
記され、 「広島で私は強いシヨツクを受けた。私は広島で起死回生の思ひをしたと言つても、ひそかな自分一人 は誇張では かつたかもしれない。／私は、この思ひ よろこんだばかりでな つた。自らおどろきもし 自ら恥ぢもし、自ら疑ひも た。 」原爆投下か
5李聖傑著『川端康成の「魔界」に関する研究――その生成を中心に』（二〇一四年）（堀内）
ら四年がたっても、その惨状は川端の思いに深く刻み込まれた。著者は川端の「魔界」思想が「まさしく太平洋戦争から朝鮮戦争への移行期に孕まれていた。 」という。川端の「魔界」には、 「戦争の影（流れ去った生命、破壊された「人間性」 、敗戦による打撃（友人の死去、東京裁判） 戦後の世相（占領、検閲など） 、そして内心の悲しみ 失われた「日本」への郷愁 老いの自覚などが「煩悩」として変容される） 、また救済とし のもの（ 『源氏物語』や古美術を代表とする日本の古典 伝統の美）など 要素を見出すこと できる。 」 し、これらの要素 よって 戦後川端文学における「魔界」が構築されてい 」 という。 このように 争によって川端康成の 「魔界」思想は構築された が確認され 。
第二部「魔界」の誕生
　
第四章「胎動期としての「反橋」三部作―「女の手」 、 「再会」に
も触れて―」では、まずはじめに「女の手」 （ 「人間」一九四六年一月）が戦後初の川端の創作であることから、戦後の川端の方向性を論じるのに見逃せない作品だということが言及されている。また「再会」 （ 「世界」一九四六年二月他）では、祐三 内心が「罪業背徳」の煩悩、 生存に目覚め」る 「魔界」の構図の形式として描かれてい ことが示された。 「反橋」 三部作 （ここでは 「反橋」（ 「別冊風雪」一九四八年一〇月） 、 「しぐれ」 （ 文芸往来」一九四九年一月） 、 「住吉」 （ 「個性 一九四九年四月）を指す。 ） 、「あなたはどこにおいでなのでせうか と う問いかけで始まり同じ言葉で終わっている。この「あなた」が行平 実母と継母を融合し抽象化し ような 「母なるも 」 であるとされ、 作品全体に漂っ
ている哀愁が敗戦と深く関わっていることから母への呼びかけは大きな母としての「日本」に対する呼びかけであることが述べられている。 「魔界」 語こそ表れていないものの「悪魔」や「魔よけ」などの言葉が散見される「反橋」三部作は、内実が煩悩である「魔からの救済が日本の古典や古美術に求められている点 「魔界」系譜に連 る作品誕生に向けての準備作であると位置づけられた。　
第五章「 『舞姫』における「魔」の様相について―占領、舞踏、
そして「魔界」―」では、 「魔界」 語が初め 表れる「舞姫」の読解を通して「魔界 が包摂するするものとその特徴が論じられた。「舞姫」には、戦後の世相や風俗（ くにＧＨＱ、アメリカに関するもの）が書き込まれており、日本 日本に立ち戻っていな ことを描くことで、日本を愛してきた川端の中で「孤独」や喪失感の増幅過程が表れていると指摘された。また、川端 初期 随筆「遺産と魔」 （ 「時事新報」一九二三年一二月二六日他）など 文章から彼が舞踊の原点に「魔」が存在していると認識していたことが示された。舞踊における「魔」は、 「臨場での一瞬から次の一瞬へ変幻しているうちにしか生まれないものであり、またその次の瞬間 は消えていくもの」であり、 舞踊家の魂で作ら た舞踊は、その滅びゆく一瞬一瞬の霊的な交流の中で、観客 エクスタシーに導いていき、生命力を引き出す」ものだとさ る。著者によれば「舞姫」には、三つの魔が描き込まれて 一つ目 時代状況とし 「外魔」二つ目は煩悩として 「内 三つ目は芸術（ 「舞踊」 ） おける「魔」である。 「舞姫」では、芸術における「魔 が時代状況としての「魔」と煩悩としての「内魔」を降伏させている。
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第三部「魔界」の展開について
　
第六章「 『千羽鶴』における「魔界」の諸相―「内魔」の生成と
深化を中心に―」では、 「千羽鶴」 （ 「読物時事別冊」一九四九年五月他）の菊治の内面における 内魔」の生成とその深化が中心に論じられた。昔の父の愛人 あるちか子の胸にある「あざ」の呪詛によって恐怖と不安を植え付けられた菊治の内に「不潔」祓いを志向する「煩悩」 して 「 魔 が生成される。女性との交わりによって救済されることを菊治は願うが、 父の愛人であった太田夫人 「魔性」に魅せられ、父の女性と関係してしまっ という「不倫の罪に苛まれる。やがて、罪悪感に追い詰められた太田夫人は自殺らしい死を遂げるが、菊治は、太田夫人 形見の志野の茶碗と父 形見の唐津の茶碗を見比べて、人間 命 はかなさと茶碗 永久的な命を思う。さらに、菊治は父と太田夫人の「魔性」か 解放されるために、太田夫人の娘の文子と関係する。そ 後、母と関係をもっていた菊治と男女の関係になったこ の「悔恨と罪に羞恥」した文子が失踪すると、菊治は太田母娘の「魔性」に りつかれる。続編の「波千鳥」は、 「内魔」を救済す 物語にあた が、太田母娘背徳と汚辱の思いが消えない菊治は結婚した純潔な稲村ゆき子と契りを結ぶことができない。また、 「千羽鶴」におけ 茶室は、が太田母娘と関係をもった場所であり、 「世俗的な道徳を越えて、人間の本能に従い、赤裸々の姿に戻る 人間の怨念、呪縛 嫉妬罪業をすべて内包する、現実の倫理 規範を越える異界」で る。第五章で論じたれた「舞姫」は、芸術 おける「魔」が「外 」と「内魔」を降伏させているが 「千羽鶴」では、救済の役割を果すはずのゆき子は無力であり、菊治 太田母娘の「魔性 呪縛
から解放されない。菊治の人生はその因縁を超越しようとする苦しみの道として描かれた。　
第七章「 『山の音』における「魔界」思想の位相―戦争の影、戦
後の世相、そして異界の構築―」では、敗戦の影と戦後の世相という「外魔」と、老いを自覚する信吾の性の煩悩（保子（妻）の姉の身代わりとしての菊子への希求）としての「内魔」が信吾によって結合されている物語として「山の音」 （ 「改造文芸」一九四九年九月他）が論じられている。著者によればこの小説は、 「戦争の影と戦後の世相を背景に、現実世界で息子夫婦 不仲や娘 婚姻の不幸など複雑な家庭問題を抱えている」信吾が夢によって構築された「異界」のなかで保子の姉や菊子に性的なもの 求めて倫理に背いた愛欲を求める物語であるとされる。　「舞姫」で初めて表れた「魔界」が「千羽鶴」と「山の音」で展開されていった。 「外魔」にあたる「戦争の影と戦後 世相 はさらに色濃く描かれ、 主人公の内部における 「内魔」 も深まる。 「内魔」の内実は、性と愛、道徳と不倫という煩悩とし 描かれる。 「舞姫では舞踊が果たす「魔」の救済は「千羽鶴」ではゆき子 「山 音」では菊子に託される。また、 「千羽鶴 では茶室 「山の音」ではという「異界」の構築が示され
第四部「魔界」の爛熟
　
第八章「 『みづうみ』における「魔界」と戦争の関わり―主人公
銀平を視座として―」 、 「みづうみ」 （ 「新潮」一九五四年一月～一二月）は、 「魔性 、 「魔力」 、 族」 、 「 界の住人」 「 も 、「悪魔」という言葉が頻出し、 「魔界」の爛熟期の作品といえるこ
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とが示された。まず、雑誌連載時の第一一回掲載部分と第一二回掲載部（結末部）の全文が切り捨てられた効果が論じられた。次に銀平の「足の醜 」 、美女の後をつけるという「異常」な行動が銀平の「魔性」の根源であるという指摘がなさ 。また、 「みづうみ」における「敗戦」と「戦後」は、戦後の犯罪の増加、終戦直後の上野駅の実体、戦争未亡人や闇市などを通して描かれていることも明らかにされた。　
第九章「 『みづうみ』における女性像と「魔界」―魔性の原点へ―」
では、銀平の欲望 対象である四人の女性を分析している。著者は、魔性が目覚め男 応えてしまう女性（久子と宮子）と清純で銀平を救済する女性（町枝と湯女）が みづうみ」には描かれているとする。銀平は女性を追跡するとき必ず自己を喪失する状態にあるとう特徴がある。 （追跡され 久子や宮子も同様）銀平 、彼女たちのことを「同類」だと思い、 「魔族」 、 魔界の住人」 呼ぶ。さらに、銀平はこの四人の女 に母性を求めている この母 が故郷の「みづうみ」に象徴される。よって銀平の故郷回帰願望は「母体回帰を意味している。故郷は銀平 とって「みにくい足」を生み出した場所であり、父が変死した場所でもあるが 一方で美 い母の象徴でもあり、背反する両面が共存している。このような銀平の心象は「魔界」のメカニズムそのものであ 「みづうみ」は、完全に倫理性を踏み倒した作品であり、銀平は、美しい亡き母 面影を追い求める気持ちと、 「肉体の一部 醜が美にあく れて哀泣 」気持ちが相まって美しい女性に会うと衝動的にその女をつけ いく。そのような銀平には道徳や倫理が見られない。
まとめ
　
著者は、 敗戦を契機に川端文学は変化しており、 川端における 「魔
界」を構築したものは、戦争の影・戦後の世相としての「外魔」と不安・煩悩としての「内魔」という二つの要素に集約されるという。その「魔 の内実が、 「反橋」連作、 「舞姫」 、 「千羽鶴」 、 「山の音」「みづうみ」という具体的な作品を論じることで示された。そして、川端の「魔界」思想が戦争によって生成されたことを論じた。川端の随筆や日記、 「満洲日日新聞」等 資料が丁寧に引用され 戦中の川端の動向を検討するうえでと も多くの示唆をうけた。そ 作業と分析がとても丁寧であるために、著者が川端の戦中に執筆した作品をどのように読み、批評するか知りたいところでもあった。確かに、戦中において川端の創作活動は活発だったとは言い難い。しかし、時代背景を大い 取り込んだ作品もいくつか見受けられるからである。評者のこ な願望は今後著者によって実現されていくだろう。 このような研究史 残る研究書に出会えたことに喜びと、その著者への尊敬 念 記して本稿を閉じたい。
